
1議案第49号　千葉県公立学校情報機器整備基金条例の制定について

議
案
第
四
十
九
号

千
葉
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例

（
設
置
）

第
一
条　

県
は
、
県
又
は
市
町
村
が
行
う
公
立
学
校
に
お
け
る
情
報
機
器
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
資
金

に
充
て
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
、
千
葉
県
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
毎
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る
額
と
す
る
。

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
毎
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
繰
り
入

れ
る
も
の
と
す
る
。

（
処
分
）

第
五
条　

基
金
は
、
県
又
は
市
町
村
が
行
う
公
立
学
校
に
お
け
る
情
報
機
器
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
資

金
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
繰
替
運
用
）

第
六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率

を
定
め
て
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
及
び
処
分
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が

定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）



2議案第49号　千葉県公立学校情報機器整備基金条例の制定について

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
失
効
）

２　

こ
の
条
例
は
、
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。



3議案第50号　特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
号

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ

う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
二

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
教
育
長
及
び
」
及
び
「（
以
下
「
教
育
長
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
特
別

職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
長
等
」
を

「
地
方
公
営
企
業
の
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
副
知
事
」
の
下
に
「
、
教
育
長
」
を
加
え
、

同
条
第
五
項
中
「
、
副
知
事
」
の
下
に
「
、
教
育
長
」
を
加
え
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第

四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三　

教
育
長　

百
分
の
三
十

第
三
条
第
七
項
中
「
副
知
事
と
な
つ
た
」
を
「
副
知
事
又
は
教
育
長
（
以
下
「
副
知
事
等
」
と
い

う
。）
と
な
つ
た
」
に
、「
の
副
知
事
」
を
「
の
副
知
事
等
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項
中

「
副
知
事
」
を
「
副
知
事
等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
教
育
長
等
」

を
「
地
方
公
営
企
業
の
管
理
者
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
又
は
副
知
事
」
を
「
、
副
知
事
又
は
教
育
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中

「

「

副

知

事

を

副

知

事

教

育

長

に
、

」

」

「

「

第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者

教

育

長

を

第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者

に
改
め

」

」

る
。

附

則



4議案第50号　特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
在
職
す
る
教
育
長
の
退
職
手
当
（
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施

行
日
」
と
い
う
。）
の
属
す
る
任
期
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
の
額
は
、
改
正
後
の
特
別
職
の
職
員
等

の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
条
第
五
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一　

そ
の
者
の
教
育
長
と
し
て
の
在
職
期
間
に
つ
い
て
、
新
条
例
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
算
定

し
た
額

二　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
職
員
又
は
同
条
例
第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
等
（
以
下
「
退
職

手
当
条
例
職
員
等
」
と
い
う
。）
か
ら
引
き
続
い
て
教
育
長
と
な
っ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の

退
職
手
当
条
例
職
員
等
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
に
つ
い
て
、
教
育
長
と
な
る
直
前
の
退
職

手
当
条
例
職
員
等
を
退
職
し
た
日
に
受
け
て
い
た
給
料
表
の
職
務
の
級
の
号
給
の
額
を
基
礎
と
し

て
、
当
該
退
職
し
た
日
に
お
け
る
県
の
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
額

３　

新
条
例
第
六
条
第
二
項
及
び
別
表
第
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
及
び
施
行
日
前

に
出
発
し
、
か
つ
、
施
行
日
以
後
に
完
了
す
る
旅
行
の
う
ち
施
行
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
分
に
つ

い
て
適
用
し
、
当
該
旅
行
の
う
ち
施
行
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
分
及
び
施
行
日
前
に
完
了
し
た
旅
行

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



5議案第51号　千葉県行政組織条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
一
号

千
葉
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
行
政
組
織
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
八
条
第
五
項
第
一
号
中
「
に
関
し
」
を
「
及
び
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

難
病
に
か
か
つ
て
い
る
旨
の
証
明
に
関
し
、」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



6議案第52号　職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
二
号

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ　

千
葉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
千
葉
県
条
例
第
三
十

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
再
生
資
源
の
保
管
又
は
破
砕
等

第
十
一
条
第
二
項
中
「
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
作
業
に
あ
つ
て
は
、」
を
「
に
掲
げ
る
作
業
に
あ
つ
て

は
職
員
、
第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
作
業
に
あ
つ
て
は
警
察
官
の
う
ち
」
に
改
め
、「
に
限
る
。」

を
削
り
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

二　

前
号
に
掲
げ
る
作
業
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
通
訳
の
作
業

第
十
一
条
第
八
項
第
一
号
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、

同
項
第
三
号
中
「
前
各
号
」
を
「
第
一
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
中

第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二　

職
員
が
、
前
号
の
作
業
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
通
訳
の
作
業
に
従
事
し
た
と
き
。

第
十
一
条
第
十
三
項
中
「
、
交
通
事
故
の
処
理
」
を
「
若
し
く
は
交
通
事
故
の
処
理
若
し
く
は
こ
れ
ら

に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
通
訳
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二　

四　

保
健
衛
生
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
項
㈡　

精
神
保
健
業
務
手
当

の
目
中
「
日
額　

四
五
〇
円
」
を
「
日
額
四
五
〇
円
（
深
夜
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
額
に

そ
の
百
分
の
五
十
を
加
算
し
た
額
）」
に
改
め
、
同
表　

十
七　

警
察
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
の
項
㈠　

刑
事
作
業
手
当
の
目
中
「
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号

又
は
第
二
号
」
に
、「
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
」
に
、「
第
十
一
条

第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
第
四
号
」
に
、「
第
十
一
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
条

第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
㈦　

交
通
捜
査
等
作
業
手
当
の
目
中
「
第
十
一
条
第
八
項
第
一
号
」
を

「
第
十
一
条
第
八
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
、「
第
十
一
条
第
八
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
第
八
項



7議案第52号　職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第
三
号
」
に
、「
第
十
一
条
第
八
項
第
三
号
」
を
「
第
十
一
条
第
八
項
第
四
号
」
に
、「
第
十
一
条
第
八

項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
条
第
八
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



8議案第53号　職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
三
号

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
条
中
「
占
め
る
職
」
の
下
に
「
そ
の
他
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補

充
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
同
項
本
文
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
職

と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



9議案第54号　知事等の千葉県に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
四
号

知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
千
葉
県
条
例
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
七
第
一
項
」
に
、「
第

二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



10議案第55号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について


議
案
第
五
十
五
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
前
の
見
出
し
中
「
割
振
り
」
を
「
割
振
り
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
を
い
う
」
を

「（
第
三
項
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の

を
除
く
。）
を
い
う
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

任
命
権
者
は
、
職
員
（
千
葉
県
人
事
委
員
会
規
則
（
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。）
で

定
め
る
職
員
及
び
次
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）��

に
つ
い
て
、
職
員
の
申
告
を
考
慮
し
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
週
休
日
の
ほ
か
に
当
該
職
員
の
勤

務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
設
け
、
又
は
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
公
務
の
運

営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申
告
を
経
て
、
四
週
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
週
を
単
位
と
し
て
人
事

委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
と
な
る
よ
う

に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
週
休
日
の
ほ
か
に
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
設

け
、
又
は
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
千
葉
県

人
事
委
員
会
規
則
（
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。）
の
」
を
「
人
事
委
員
会
規
則
で
」
に
、

「
人
事
委
員
会
規
則
の
」
を
「
人
事
委
員
会
規
則
で
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、「
こ
の
条
」
を
「
こ
の

項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
職
員
に
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
と
さ
れ

た
日
に
お
い
て
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
前
項
中
「
週
休
日
に
」
と
あ
る
の
は
、「
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
に
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。



11議案第55号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について


第
六
条
第
五
項
中
「
職
務
の
特
殊
性
又
は
」
を
「
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
職

務
の
特
殊
性
若
し
く
は
」
に
、「
に
お
い
て
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同

条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５　

任
命
権
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
休
憩
時
間
に
つ
い
て
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
と
能
率
を
甚
だ
し
く
阻
害
し
、
又
は
職
員
の
健
康
及
び
福

祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

二　

職
員
か
ら
の
申
告
を
考
慮
し
て
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
場
合

第
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
休
日
を
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が

指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
及
び
休
日
を
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
四
項
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
、「
の
日
数
」
を
「
並
び
に
勤
務
時
間
条

例
第
三
条
第
三
項
及
び
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
の
日
数
の
合
計
日
数
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
三
項
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
、「
週
休
日
」
を
「
週
休
日
又
は
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三

項
及
び
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
よ
る
週
休
日
」
の
下
に

「
若
し
く
は
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
及
び
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
」
を
加
え
る
。

（
千
葉
県
企
業
局
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

千
葉
県
企
業
局
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
千
葉
県

条
例
第
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
週
休
日
（
」
及
び
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
週
休
日
又
は
」
を
「
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
又
は
」
に
、「
週
休

日
等
」
を
「
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
週
休
日
等
」
を
「
勤
務



12議案第55号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について


時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
等
」
に
改
め
る
。

（
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条　

任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
千
葉
県
条
例
第
五
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
、
第
四
条
」
を
「
及
び
第
三
項
、
第
四
条
」
に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に

改
め
る
。

（
千
葉
県
病
院
局
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
五
条　

千
葉
県
病
院
局
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
千
葉
県
条

例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
週
休
日
（
」
及
び
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
週
休
日
又
は
」
を
「
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
又
は
」
に
、「
週
休
日

等
」
を
「
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
週
休
日
等
」
を
「
勤
務
時

間
を
割
り
振
ら
な
い
日
等
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

２　

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
六
年

千
葉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
七
項
の
表
給
与
条
例
第
七
条
第
四
項
の
項
及
び
給
与
条
例
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
項
中

「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
の
項
中
「
第
五
条
」
を

「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、
同
表
勤

務
時
間
条
例
第
八
条
第
一
項
の
項
下
欄
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
表
勤
務
時
間
条
例
第
十
条
第
一
項
の
項
中

「
第
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、「
第
五
条
（
」
を
「
第
五
条
第
一
項

（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
及
び
」
に
改
め
、「
勤
務
日
等
（
」
の
下

に
「
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
及
び
」
を

加
え
る
。

第
八
条
第
三
項
の
表
前
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
給
与
条
例
第
十
九
条
の
二

第
一
項
の
項
中
「
週
休
日
又
は
」
を
「
又
は
祝
日
法
」
に
、「
週
休
日
若
し
く
は
」
を
「
若
し
く
は
祝

日
法
」
に
改
め
る
。



13議案第56号　千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
六
号

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の

よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
千
葉
県
条
例
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
第
三
十
六
号
を
削
り
、
第
三
十
五
号
の
五
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
五
号
の
四
を
第
三
十

五
号
の
六
と
し
、
第
三
十
五
号
の
三
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
十
五
の
四　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

事
務
（
法
第
十
八
条
第
二
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
に
規

定
す
る
土
地
が
同
条
第
五
項
第
六
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
土

地
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

イ　

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

ロ　

法
第
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
公
告

三
十
五
の
五　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
事

務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
法
第
十
八
条
第
二
項
第
一

号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
土
地
が
同
条
第
五
項
第
六

号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
土
地
（
イ
に
掲
げ
る
土
地
に
あ
っ
て

は
、
同
一
の
事
業
の
目
的
に
供
す
る
た
め
の
権
利
の
設
定
又

は
移
転
が
行
わ
れ
る
区
域
の
面
積
が
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
も
の
に
限
る
。）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
係
る

も
の
を
除
く
。）

イ　

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

木
更
津
市
、
勝
浦
市
及
び
南

房
総
市
並
び
に
香
取
郡
神
崎

町
及
び
東
庄
町
、
山
武
郡
芝

山
町
、
長
生
郡
長
生
村
並
び

に
夷
隅
郡
大
多
喜
町

我
孫
子
市
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ロ　

法
第
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
公
告

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
改
正
後
の
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す

る
条
例
別
表
第
三
十
五
号
の
四
及
び
第
三
十
五
号
の
五
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
農
地
中
間
管
理
事

業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ

た
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
同
日
前
に
同
法
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

提
出
で
、
同
日
前
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。）
に
係
る
事
務
で
、
同
日
以
後
に
お
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
同
条
例
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
。
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議
案
第
五
十
七
号

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四

年
千
葉
県
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
条
の
八
」
を
「
第
三
十
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
公
安
委
員
会
の
項
中
「
又
は
同
条
第
十
四
項
の
徴
収
」
を
「
、
同
条
第
十
四
項
の
徴
収
、

同
法
第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
通
知
又
は
同
法
第
百
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
命
令
」
に
改
め

る
。

（
千
葉
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

千
葉
県
行
政
組
織
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
中
「
第
三
十
条
の
四
十
第
一
項
」
の
下
に
「（
同
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
二
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

（
千
葉
県
個
人
情
報
保
護
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

千
葉
県
個
人
情
報
保
護
審
議
会
条
例
（
令
和
四
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
の
規
定
」
を
「（
同
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
条
の
四
十
第
二
項
」
の
下
に
「（
同
法
第
三
十
条
の
四
十
四
の
十
二
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
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す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
一
条
第
十
号
の
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び

提
供
に
関
す
る
条
例
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議
案
第
五
十
八
号

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
一
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
危
険
物
取
扱
者
試
験

手
数
料
の
目
中
「
六
千
六
百
円
」
を
「
七
千
二
百
円
」
に
、「
四
千
六
百
円
」
を
「
五
千
三
百
円
」
に
、

「
三
千
七
百
円
」
を
「
四
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
項
危
険
物
取
扱
作
業
保
安
講
習
手
数
料
の
目
中
「
四

千
七
百
円
」
を
「
五
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
消
防
設
備
士
試
験
手
数
料
の
目
中
「
五
千
七
百
円
」
を

「
六
千
六
百
円
」
に
、「
三
千
八
百
円
」
を
「
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
表
大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
中
「
大
麻
取
締
法
」
を
「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関

す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
大
麻
取
扱
者
免
許
申
請
手
数
料
の
目
中
「
大
麻
取
扱
者
免
許
申
請
手
数
料
」

を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料
」
に
、「
大
麻
取
扱
者
免
許
の
」
を
「
免
許
の
」
に
改
め
、

同
項
大
麻
取
扱
者
登
録
変
更
手
数
料
の
目
中
「
大
麻
取
扱
者
登
録
変
更
手
数
料
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培

者
登
録
変
更
手
数
料
」
に
、「
第
十
条
第
五
項
」
を
「
第
六
条
第
三
項
」
に
、「
大
麻
取
扱
者
の
」
を

「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
の
」
に
改
め
、
同
項
大
麻
取
扱
者
免
許
証
再
交
付
手
数
料
の
目
中
「
大
麻
取
扱
者

免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
に
、「
第
十
条
第
六
項
」

を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
、「
大
麻
取
扱
者
免
許
証
の
」
を
「
免
許
証
の
」
に
改
め
、
同
表
高
圧
ガ
ス
保

安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
製
造
許
可
申
請
手
数
料
の
目
に
次
の
摘

要
を
加
え
る
。

（
摘
要
）

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査
が
、
同
項
第
一

号
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
移
動
式
製
造
設
備
の
み
を
使
用
し
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
す
る
者
で
あ
つ

て
、
当
該
移
動
式
製
造
設
備
に
つ
い
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
充
填
事
業
者
」
と
い
う
。）
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査
で
あ

る
場
合
の
手
数
料
の
額
は
、
六
千
円
と
す
る
。

別
表
第
一
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
完
成
検
査
手
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数
料
の
目
中
「
製
造
許
可
申
請
手
数
料
の
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
目
額
の
欄
に
定
め
る
額
」
の

下
に
「（
特
定
充
填
事
業
者
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
目
の
摘
要
に
定
め
る
額
）」
を
加
え
、

同
目
の
摘
要
第
一
号
中
「（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）」
を
削
り
、
同
表
液
化
石
油
ガ
ス
の

保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
も
の
の
項
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の

完
成
検
査
手
数
料
の
目
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
又
は
同
法
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第

一
項
」
に
改
め
、
同
表
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の

項
技
能
検
定
試
験
手
数
料
の
目
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
技
能
検
定
試
験
の
実
施
の
節
の
摘
要
第
二
号

中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
（
」
を
「
も
の
（
県
内
に
住
所
を
有
す
る
在
校
生
若
し
く
は
県
内
に
所
在
す
る
職

業
能
力
開
発
校
に
お
い
て
訓
練
を
受
け
て
い
る
在
校
生
若
し
く
は
県
内
に
所
在
す
る
高
等
学
校
等
に
在
学

し
て
い
る
在
校
生
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
在
校
生
（
以
下
こ
の
摘
要
に
お
い

て
「
県
内
在
校
生
」
と
い
う
。）
に
限
り
、」
に
改
め
、「
在
留
す
る
者
」
の
下
に
「（
以
下
こ
の
摘
要

に
お
い
て
「
在
留
資
格
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
表
又
は
」
を
削
り
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、

同
節
の
摘
要
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三　

三
級
の
技
能
検
定
を
受
検
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
技
能
検
定
（
実
技
試
験
に
限

る
。）
を
受
検
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
年
齢
が
二
十
三
歳
未
満
で
あ
る
も

の
（
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者

又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
摘
要
に
お
い
て
「
被
保
険
者

等
」
と
い
う
。）
に
限
り
、
県
内
在
校
生
又
は
在
留
資
格
者
を
除
く
。）
が
当
該
技
能
検
定
を
受

検
す
る
場
合
の
実
技
試
験
に
係
る
手
数
料
の
額
は
、
表
又
は
摘
要
の
一
に
定
め
る
額
か
ら
九
千
円

を
減
じ
た
額
と
す
る
。

四　

三
級
の
技
能
検
定
を
受
検
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
技
能
検
定
（
実
技
試
験
に
限

る
。）
を
受
検
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
年
齢
が
二
十
三
歳
未
満
で
あ
る
も

の
（
県
内
在
校
生
、
在
留
資
格
者
又
は
被
保
険
者
等
を
除
く
。）
が
当
該
技
能
検
定
を
受
検
す
る

場
合
の
実
技
試
験
に
係
る
手
数
料
の
額
は
、
表
又
は
摘
要
の
一
に
定
め
る
額
か
ら
四
千
五
百
円
を

減
じ
た
額
と
す
る
。

別
表
第
一
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
中
「
一

万
二
千
七
百
円
」
を
「
一
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
表
警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）

に
基
づ
く
も
の
の
項
警
備
業
認
定
証
再
交
付
手
数
料
の
目
を
削
り
、
同
項
中
「
警
備
業
認
定
証
更
新
申
請

手
数
料
」
を
「
警
備
業
認
定
更
新
申
請
手
数
料
」
に
、「
認
定
証
の
更
新
」
を
「
認
定
の
更
新
」
に
改

め
、
同
項
警
備
業
認
定
証
書
換
え
手
数
料
の
目
を
削
り
、
同
表
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
も
の
の
項
自
動
車
運
転
代
行
業
認
定
証
再
交
付
手
数
料
の
目
及
び
自
動
車
運
転
代

行
業
認
定
証
書
換
え
手
数
料
の
目
を
削
り
、
同
表
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
六
十
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
を
削
り
、
同
表
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
の
項
研
修
室
等
使
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用
料
の
目
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
節
を
削
り
、
同
目
の
摘
要
第
二
号
中
「
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　

別
表
第
一
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
も
の
の

項
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
完
成
検
査
手
数
料
の
目
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定

　

公
布
の
日

二　

別
表
第
一
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
改
正
規
定　

令
和
六
年
五
月
一
日

三　

別
表
第
一
大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
改
正
規

定
及
び
次
項
の
規
定　

大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
五
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
の
日

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
大
麻
栽
培
者
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
大
麻
研
究
者
の
免
許
の
有
効
期
間
内
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
者
が
前
項
第
三
号
に
定
め
る
日
以
後
に
改
正
前
の
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別
表
第
一
大
麻

取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
大
麻
取
扱
者
登
録
変
更
手
数
料

の
目
及
び
同
項
大
麻
取
扱
者
免
許
証
再
交
付
手
数
料
の
目
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
適
用
）

３　

こ
の
条
例
の
公
布
の
日
か
ら
改
正
法
の
施
行
の
日
ま
で
の
間
に
改
正
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り

改
正
法
第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る

法
律
第
五
条
第
一
項
の
免
許
の
申
請
を
行
う
場
合
の
改
正
前
の
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別
表
第
一
大

麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
大
麻
取
締
法
」
と
あ
る
の
は
「
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
一
条
の
規
定

の
施
行
前
に
行
う
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
と
、「
大

麻
取
扱
者
免
許
申
請
手
数
料
」
と
あ
る
の
は
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料
」
と
、「
大
麻

取
扱
者
免
許
の
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
の
」
と
す
る
。
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議
案
第
五
十
九
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定

す
る
。令

和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
六
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
（
法
第

十
九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
」
に
改
め
、「
同
表
の

第
四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
で
あ
っ
て
」
を
削
り
、「
も
の
」
を
「
利
用
特
定
個
人
情
報
（
法
第
十

九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
利
用
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
か
ら
前
二
項
」
を
「
か
ら
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
特
定
個
人
情
報
又
は
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
中
「
第
二
項
及
び
」
を
「
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
特
定
個
人
情
報
の
利
用
又
は
」
に
改
め
、「
に

よ
り
当
該
」
の
下
に
「
利
用
特
定
個
人
情
報
又
は
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
第
二
号
中
「
法
別
表
第
二
の
二
十
六
の
項
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
」
を
「
生
活

保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実
施
又
は
就
労
自
立
給
付
金
若
し
く
は
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

（
以
下
「
生
活
保
護
関
係
情
報
」
と
い
う
。）
そ
の
他
の
生
活
保
護
事
務
に
関
す
る
利
用
特
定
個
人
情

報
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実
施
又
は
就
労
自
立
給
付
金
若
し
く
は
進

学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報
（
以
下
「
生
活
保
護
関
係
情
報
」
と
い
う
。）」
を
「
生
活
保
護

関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
中
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
（
法
第
十
九
条
第
八
号

の
規
定
に
よ
り
生
活
保
護
関
係
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
」
を

「
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
で
あ
っ
て
、
利
用
特
定
個
人
情
報
の
う
ち
生
活
保
護
関
係
情
報
の
提
供
を
受

議案第59号　�行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び� �
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について
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け
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
法
別
表
第
二
の
二
十
六
の
項
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情

報
」
を
「
生
活
保
護
関
係
情
報
そ
の
他
の
生
活
保
護
事
務
に
関
す
る
利
用
特
定
個
人
情
報
」
に
改
め
、
同

表
第
七
号
中
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
（
法
第
十
九
条
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
保
護

関
係
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事

務
で
あ
っ
て
、
利
用
特
定
個
人
情
報
の
う
ち
生
活
保
護
関
係
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議
案
第
六
十
号	

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の

よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条

例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

女
性
自
立
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

第
一
条
中
「
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
六
条
」
を
「
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、

「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
四

十
九
号
）」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
令
和
五
年
厚
生
労
働
省
令

第
三
十
六
号
）」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
熱
意

及
び
能
力
」
を
「
女
性
の
人
権
に
関
す
る
高
い
識
見
と
専
門
性
」
に
、「
お
い
て
」
を
「
お
い
て
入
所

者
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
た
」
に
、「
処
遇
」
を
「
支
援
」
に
改
め
る
。

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）
及
び
第
五
条
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に

改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
を
立
て
て
お
か
な
け
れ

ば
」
を
「（
第
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
「
非
常
災
害
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
な
け
れ

ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
そ
の
他
の
」

を
「
そ
の
他
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
六
条
の
二　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
入
所
者
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
女
性
自
立
支
援
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施
設
の
設
備
の
安
全
点
検
、
職
員
等
に
対
す
る
施
設
外
で
の
活
動
、
取
組
等
を
含
め
た
女
性
自
立
支

援
施
設
で
の
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
職
員
等
の
研
修
及
び
訓
練

そ
の
他
女
性
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
及
び

第
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、
当
該
安
全
計
画
に
従
い

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
職
員
に
対
し
、
安
全
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
研

修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
定
期
的
に
安
全
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
安
全
計
画
の

変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
処
遇
」
を
「
支
援
」

に
、「
を
設
置
す
る
等
」
を
「
の
設
置
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を

「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
処
遇
」
を
「
支
援
」
に
、「
売
春
防
止
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る

婦
人
相
談
所
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施

設
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
処
遇
」
を
「
支
援
」
に
、「
整

備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
」
を
「
整
備
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
職
員
配
置
の
基
準
）

第
九
条　

女
性
自
立
支
援
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る
。
た
だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
の
職
員
を
置
か
な
い

こ
と
が
で
き
る
。

一　

施
設
長　

一

二　

入
所
者
の
自
立
支
援
を
行
う
職
員　

二
以
上

三　

栄
養
士
又
は
調
理
員　

一
以
上

四　

看
護
師
又
は
心
理
療
法
担
当
職
員　

一
以
上

五　

事
務
員　

一
以
上

六　

施
設
の
そ
の
他
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
職
員　

当
該
女
性
自
立
支
援
施
設
の
実
情
に
応

じ
た
適
当
数

２　

女
性
自
立
支
援
施
設
の
職
員
は
、
専
ら
当
該
女
性
自
立
支
援
施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
条
中
「
能
力
と
熱
意
」
を
「
に
当
た
っ
て
女
性
の
人
権
に
関
す
る
高
い
識
見
と
専
門
性
」
に
改

め
、
同
条
第
一
号
中
「
更
生
保
護
事
業
」
を
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
活

動
」
に
改
め
る
。
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第
十
一
条
第
一
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
で
な
け
れ
ば
」
を

「
と
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援

施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
中
「
入
居
者
」
を
「
入
所
者
」
に
、「
四
・
九
五
平
方
メ
ー

ト
ル
」
を
「
九
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
共
同
廊
下
」
を
「
廊
下
」
に
、「
直
面

し
て
」
を
「
直
接
面
し
て
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
講
ず
る
」

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
秘
密
保
持
等
）

第
十
一
条
の
二　

女
性
自
立
支
援
施
設
の
職
員
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た
入

所
者
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

２　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
職
員
で
あ
っ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た

入
所
者
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
に
入
所
さ
せ
る
人
員
は
、
原
則
と
し
て
四
人
以
下
」
を
「
の
定
員
は
、
原
則

一
人
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

女
性
自
立
支
援
施
設
の
入
所
の
対
象
と
な
る
者
が
監
護
す
べ
き
児
童
を
同
伴
す
る
場
合
等
、
入
所

者
の
自
立
支
援
を
行
う
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
の

居
室
の
定
員
を
二
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
自
立
支
援
等
）

第
十
三
条　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
入
所
者
の
意
向
及
び
私
生
活
を
十
分
に
尊
重
し
て
、
入
所
者
の

心
身
の
健
康
回
復
及
び
生
活
（
就
労
及
び
就
学
を
含
む
。）
に
関
す
る
支
援
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
入
所
者
の
個
の
尊
厳
を
保
ち
、
心
身
の
状
況
、
本
人
の
意
思
、
希
望
及

び
自
立
に
向
け
た
意
向
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
施
設
に
お
け
る
基
本
的
な
共
同
生
活
の
考
え
方

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
入
所
者
の
自
立
支
援
を
行
う
た
め
、
入
所
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
各
入

所
者
ご
と
に
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「（
食
事
の
提
供
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
給
食
」
を
「
食
事
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
十
四
条
の
二　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対

す
る
支
援
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
し
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の

計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
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に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

女
性
自
立
支
援
施
設
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継

続
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４　

業
務
継
続
計
画
は
、
非
常
災
害
計
画
及
び
安
全
計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
、「
感
染
症
」
を
「
感
染

症
又
は
食
中
毒
」
に
、「
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
、
職
員
に
対
し
、
感
染

症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
婦
人
保
護
施
設
は
、
婦
人
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
は
、

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
女
性
相
談
支
援
員
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
の
ほ
か
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
、
児
童
福
祉
施
設
、
保
健
所
、
医
療
機

関
、
職
業
紹
介
機
関
、
職
業
訓
練
機
関
、
教
育
機
関
」
に
、「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
、
公
共
職
業
安

定
所
、
職
業
訓
練
施
設
そ
の
他
の
関
係
機
関
及
び
婦
人
相
談
員
、」
を
「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
及
び
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
を
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
婦
人
保
護
施
設
」
の
下
に
「（
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る

法
律
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三

十
六
条
に
規
定
す
る
婦
人
保
護
施
設
を
い
う
。）
で
あ
っ
て
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

関
す
る
法
律
附
則
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
女
性
自
立
支
援
施
設
と
み
な
さ
れ
た
も
の
」
を
加
え

る
。附

則
第
三
項
を
削
る
。

附
則
第
四
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条

例
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
中
「
婦
人
相
談
所
等
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
」
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条
第
二
項
中
「
婦
人
相
談
員
」
を
「
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
る
。

（
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
の
一
部
改
正
）
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第
三
条　

千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
千
葉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
婦
人
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、「
婦
人
相
談
員
」
を

「
女
性
相
談
支
援
員
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
設
長
の
資
格
要
件
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
施
設
長
で
あ
る
者
の
う
ち
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
婦
人
保
護

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
条
に
規
定

す
る
能
力
と
熱
意
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
は
、
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
女
性
自
立
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
以
下
「
新

条
例
」
と
い
う
。）
第
十
条
に
規
定
す
る
識
見
と
専
門
性
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る

要
件
を
満
た
す
も
の
と
み
な
す
。

（
居
室
の
床
面
積
及
び
入
所
人
員
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
設
置
さ
れ
た
施
設
に
お
け
る
居
室
の
床
面
積
及
び
入
所
人
員
に
つ
い
て
は
、
新

条
例
第
十
一
条
第
四
項
第
一
号
イ
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
旧
条
例
第
十
一

条
第
四
項
第
一
号
イ
及
び
第
十
二
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



27議案第61号　千葉県千葉リハビリテーションセンター設置管理条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
一
号

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う

に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
三
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ　

児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

第
三
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

第
六
条
第
一
項
の
表
愛
育
園
の
項
入
所
資
格
の
欄
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
」
の
下

に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
欄
第
三
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
一
条
の

二
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
入
所
期
間
の
欄
中
「
の
指
導
、」
を
「
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
及
び
」

に
、「
付
与
及
び
」
を
「
習
得
の
た
め
の
支
援
並
び
に
」
に
改
め
る
。

別
表
障
害
児
通
所
支
援
利
用
料
の
項
を
削
り
、
同
表
医
療
型
児
童
発
達
支
援
利
用
料
の
項
中
「
医
療
型

児
童
発
達
支
援
利
用
料
」
を
「
障
害
児
通
所
支
援
利
用
料
」
に
改
め
、「（
医
療
型
児
童
発
達
支
援
」
及

び
「
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



28議案第62号　国民健康保険事業費納付金の徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
二
号

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定

す
る
。令

和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
並
び
に
介
護
納
付
金
」
を
「
、
介
護
納
付
金
並
び
に
流
行
初
期
医
療
確
保
拠
出
金

等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
及
び
標
準
保
険
料
率
に
関
す
る
省
令
」
を
「
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
、
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
、
財
政
安
定
化
基
金
及
び
標
準
保
険
料
率
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
政
令
第
九
条
第
四
項
第
一

号
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
各
号
中
「
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
」
を
削
る
。

第
七
条
中
「
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
政
令
第
九
条
第
六
項
第
一

号
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
各
号
中
「
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
」
を
削
る
。

第
十
条
中
「
政
令
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
政
令
第
十
条
第
四
項
第
一

号
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



29議案第63号　病院及び療養病床を有する診療所の人員及び施設等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
三
号

病
院
及
び
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

病
院
及
び
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

病
院
及
び
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

病
院
及
び
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

十
四
年
千
葉
県
条
例
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
栄
養
士
」
の
下
に
「
又
は
管
理
栄
養
士
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



30議案第64号　千葉県薬物の濫用の防止に関する条例の一部を改正する条例の制定について


議
案
第
六
十
四
号

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
条
第
一
号
」
を
「
第
二

条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
四
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
同
条
第
六
号
」
を
「
同
項
第
六

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三　

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の

第
二
条
第
七
号
中
「
こ
れ
ら
」
を
「
前
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年

法
律
第
八
十
四
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



31議案第65号　旅館業法施行条例及び公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
五
号

旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す

る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

旅
館
業
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
千
葉
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
第
五
条
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
十
二
条
の
四
」
を
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
第
九
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五

号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ　

毛
髪
等
が
循
環
ろ
過
器
に
流
入
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
設
備
は
、
毎
日
清
掃
及
び
消
毒

を
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

八　

水
位
計
配
管
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
適
切
な
方
法
に
よ
り
生
物
膜
を
除
去
す
る
こ
と
。

九　

調
節
箱
（
洗
い
場
の
湯
栓
又
は
シ
ャ
ワ
ー
に
供
給
す
る
湯
の
温
度
を
調
節
す
る
た
め
の
槽
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
を
設
置
す
る
場
合
は
、
生
物
膜
の
状
況
を
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
清
掃
及

び
消
毒
を
行
う
こ
と
。

十　

貯
湯
槽
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ　

貯
湯
槽
の
温
度
を
摂
氏
六
十
度
以
上
に
保
ち
、
か
つ
、
最
大
使
用
時
に
お
い
て
も
摂
氏
五
十

五
度
以
上
に
保
つ
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
、
貯
湯
槽
内
の
水
及
び
湯
の

消
毒
を
行
う
こ
と
。

ロ　

貯
湯
槽
内
部
の
生
物
膜
の
状
況
を
点
検
し
、
一
年
に
一
回
以
上
清
掃
及
び
消
毒
を
し
、
生
物

膜
を
除
去
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五　

シ
ャ
ワ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ　

シ
ャ
ワ
ー
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
内
部
の
水
が
置
き
換
わ
る
よ
う
に
通
水
す
る
こ
と
。



32議案第65号　旅館業法施行条例及び公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例の制定について

ロ　

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
及
び
ホ
ー
ス
は
、
六
箇
月
に
一
回
以
上
点
検
し
、
一
年
に
一
回
以
上
内
部

の
汚
れ
及
び
ス
ケ
ー
ル
を
洗
浄
し
、
消
毒
す
る
こ
と
。

六　

気
泡
等
発
生
装
置
（
気
泡
及
び
水
流
を
発
生
さ
せ
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
は
、
必
要

に
応
じ
て
清
掃
及
び
消
毒
を
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
中
「
第
五
条
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七　

浴
室
の
浴
槽
に
気
泡
等
発
生
装
置
を
設
置
す
る
場
合
は
、
次
に
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
。

イ　

気
泡
等
発
生
装
置
の
点
検
、
清
掃
及
び
排
水
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ

と
。

ロ　

気
泡
等
発
生
装
置
の
吸
気
口
は
、
土
ぼ
こ
り
が
入
ら
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

（
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
（
平
成
五
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
第
九
号
中
「
こ
う
配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
四　

浴
槽
に
気
泡
等
発
生
装
置
（
気
泡
及
び
水
流
を
発
生
さ
せ
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
設
置
す
る
場
合
は
、
次
に
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

イ　

気
泡
等
発
生
装
置
の
点
検
、
清
掃
及
び
排
水
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ

と
。

ロ　

気
泡
等
発
生
装
置
の
吸
気
口
は
、
土
ぼ
こ
り
が
入
ら
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
十
五
号
ハ
中
「
第
二
十
六
号
イ
」
を
「
第
二
十
八
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
号
ハ
中

「
こ
う
配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
七
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第

三
十
一
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
六
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ　

毛
髪
等
が
循
環
ろ
過
器
に
流
入
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
設
備
は
、
毎
日
清
掃
及
び
消
毒

を
す
る
こ
と
。

第
四
条
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

二
十
九　

水
位
計
配
管
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
適
切
な
方
法
に
よ
り
生
物
膜
を
除
去
す
る
こ
と
。

三
十　

調
節
箱
（
洗
い
場
の
湯
栓
及
び
シ
ャ
ワ
ー
に
供
給
す
る
湯
の
温
度
を
調
節
す
る
た
め
の
槽
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
設
置
す
る
場
合
は
、
生
物
膜
の
状
況
を
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
清
掃

及
び
消
毒
を
行
う
こ
と
。

三
十
一　

貯
湯
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ　

貯
湯
槽
の
温
度
を
摂
氏
六
十
度
以
上
に
保
ち
、
か
つ
、
最
大
使
用
時
に
お
い
て
も
摂
氏
五
十

五
度
以
上
に
保
つ
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
、
貯
湯
槽
内
の
水
及
び
湯
の



33議案第65号　旅館業法施行条例及び公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例の制定について

消
毒
を
行
う
こ
と
。

ロ　

貯
湯
槽
内
部
の
生
物
膜
の
状
況
を
点
検
し
、
一
年
に
一
回
以
上
清
掃
及
び
消
毒
を
し
、
生
物

膜
を
除
去
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
六　

シ
ャ
ワ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ　

シ
ャ
ワ
ー
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
内
部
の
水
が
置
き
換
わ
る
よ
う
に
通
水
す
る
こ
と
。

ロ　

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
及
び
ホ
ー
ス
は
、
六
箇
月
に
一
回
以
上
点
検
し
、
一
年
に
一
回
以
上
内
部

の
汚
れ
及
び
ス
ケ
ー
ル
を
洗
浄
し
、
消
毒
す
る
こ
と
。

二
十
七　

気
泡
等
発
生
装
置
は
、
必
要
に
応
じ
て
清
掃
及
び
消
毒
を
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
二
項
中
「
及
び
ロ
」
を
「
、
ロ
及
び
ホ
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
七
号
中
「
第
三
十
一
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
旅
館
業
法
施
行
条
例
第

一
条
及
び
第
十
五
条
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
一
条
中
同
条
例
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
改

正
規
定
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
て
旅
館
業
を
営
む
者
の
当
該
許
可
又
は
同
項
の
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該
申
請

に
係
る
旅
館
業
の
施
設
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旅
館
業
法
施
行
条
例
第
十
六
条
第

七
号
（
同
条
例
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
同
じ
。）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
当
該
許
可
又
は
申
請
に
係
る
旅
館
業

の
施
設
の
構
造
設
備
の
う
ち
同
条
例
第
十
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
気
泡
等
発
生
装
置
に
係
る
部
分
に

変
更
を
生
じ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
例
第
十
六
条
第
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

３　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
公
衆
浴
場
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項

の
許
可
を
受
け
て
経
営
を
し
て
い
る
者
の
当
該
許
可
又
は
同
項
の
許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
の
当
該

申
請
に
係
る
公
衆
浴
場
に
お
け
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
第
四
条
第

十
四
号
（
同
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
当
該
許
可
又
は
申
請
に
係
る
公
衆
浴
場
の
構
造
設
備
の
う
ち

同
条
例
第
四
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
気
泡
等
発
生
装
置
に
係
る
部
分
に
変
更
を
生
じ
る
ま
で
の
間

は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



34議案第66号　千葉県立文化会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
六
号

千
葉
県
立
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
立
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定

す
る
。令

和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
立
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

千
葉
県
立
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
五
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
千
葉
県
文
化
会
館
の
項
第
一
小
練
習
室
利
用
料
の
目
中
「
第
一
小
練
習
室
利
用
料
」
を
「
小

練
習
室
利
用
料
」
に
、「
四
千
七
百
四
十
円
」
を
「
八
千
四
百
八
十
円
」
に
、「
五
千
四
百
円
」
を
「
九

千
六
百
七
十
円
」
に
、「
一
万
五
千
六
百
四
十
円
」
を
「
二
万
八
千
十
円
」
に
、「
九
千
五
百
五
十
円
」

を
「
一
万
七
千
百
円
」
に
、「
一
万
八
百
六
十
円
」
を
「
一
万
九
千
四
百
五
十
円
」
に
、「
三
万
千
三
百

三
十
円
」
を
「
五
万
六
千
百
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
小
練
習
室
利
用
料　

第
三
小
練
習
室
利
用
料
の

目
、
第
一
会
議
室
利
用
料　

第
二
会
議
室
利
用
料
の
目
及
び
第
三
会
議
室
利
用
料
の
目
を
削
り
、
同
項
特

別
会
議
室
利
用
料
の
目
中
「
特
別
会
議
室
利
用
料
」
を
「
会
議
室
利
用
料
」
に
、「
一
万
四
千
八
百
三
十

円
」
を
「
八
千
七
十
円
」
に
、「
一
万
六
千
九
百
六
十
円
」
を
「
九
千
二
百
五
十
円
」
に
、「
一
万
七
千

百
三
十
円
」
を
「
九
千
四
百
三
十
円
」
に
、「
四
万
八
千
九
百
九
十
円
」
を
「
二
万
六
千
八
百
三
十
円
」

に
改
め
、
同
項
第
一
楽
屋
（
個
室
）
利
用
料　

第
二
楽
屋
（
個
室
）
利
用
料　

第
三
楽
屋
（
個
室
）
利
用

料　

第
五
楽
屋
利
用
料
の
目
中
「
第
三
楽
屋
（
個
室
）
利
用
料　

を
「
第
四
楽
屋
利
用
料　

に
改
め
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
楽
屋
利
用
料　
　
　
　

」　
　

第
七
楽
屋
利
用
料
」

項
第
四
楽
屋
利
用
料　

第
七
楽
屋
利
用
料
の
目
を
削
り
、
同
項
第
六
楽
屋
利
用
料
の
目
中
「
第
六
楽
屋
利

　
　
　
　

「
第
三
楽
屋
利
用
料

用
料
」
を　

第
五
楽
屋
利
用
料　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　

第
六
楽
屋
利
用
料
」

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



35議案第67号　印旛沼土地改良施設管理条例の一部を改正する条例の制定について


議
案
第
六
十
七
号

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
表
埜
原
揚
排
水
機
場
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埜
原
揚
排
水
機
場

第
四
条
中
「
白
山
甚
兵
衛
揚
水
機
場
」
の
下
に
「
、
埜
原
揚
排
水
機
場
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



36議案第68号　千葉県漁港管理条例及び千葉県臨港地区構築物規制条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
八
号

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
及
び
千
葉
県
臨
港
地
区
構
築
物
規
制
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
及
び
千
葉
県
臨
港
地
区
構
築
物
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ

う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
及
び
千
葉
県
臨
港
地
区
構
築
物
規
制
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
つ
い
て
」
を
「
つ
い
て
、」
に
、「
占
用
又
は
」
を
「
占
用
若
し
く

は
」
に
改
め
、「
受
け
た
者
」
の
下
に
「
又
は
法
第
四
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
実
施
者

（
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
お
い
て
法
第
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三

号
に
掲
げ
る
事
項
（
水
面
又
は
土
地
の
占
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
又
は
法
第
五
十
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
者
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

（
千
葉
県
臨
港
地
区
構
築
物
規
制
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

千
葉
県
臨
港
地
区
構
築
物
規
制
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
第
一
号
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改

め
る
。附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



37議案第69号　建築基準法施行条例等の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
九
号

建
築
基
準
法
施
行
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
施
行
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

建
築
基
準
法
施
行
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
三
項
中
「
主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
」
を
「
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一　

特
定
主
要
構
造
部
が
法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
⑴
又
は
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の

部
分

二　

主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
の
部
分

第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
政
令
第
百
九
条
の
八
に
定
め
る
部
分
が
二
以
上
あ
る
建
築
物

の
当
該
建
築
物
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
」
を

「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一　

特
定
主
要
構
造
部
が
法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
⑴
又
は
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の

部
分

二　

主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
の
部
分

第
三
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
政
令
第
百
九
条
の
八
に
定
め
る
部
分
が
二
以
上
あ
る
建
築
物

の
当
該
建
築
物
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
三
十
八
条
第
一
号
中
「
部
分
」
の
下
に
「（
特
定
主
要
構
造
部
が
法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
⑴
又

は
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第
四
十
条
の
二
」
を
「
、
第
四
十

条
の
二
、
第
四
十
一
条
又
は
第
四
十
三
条
の
二
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項

中
「
第
二
十
五
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二
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十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の

建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
（
政
令
第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
建
築
物
の
」
を
「
独
立
部
分
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
」
に
、「「
独
立
部
分
」
と
い
う
」
を
「
同
じ
」
に
改
め
、「
限
る
。
以
下
こ
の
項
」
の

下
に
「（
各
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一　

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物

で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分　

政
令
第
百
九
条
の
八
に
規
定
す
る
建

築
物
の
部
分

二　

第
二
十
五
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も

別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分　

政
令
第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物

の
部
分

第
五
十
一
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一

項
を
加
え
る
。

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
で
、
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な

い
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
に
増
築
又
は
改
築
（
政
令
第
百
三
十
七
条
の
四
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
増

築
又
は
改
築
で
あ
つ
て
、
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に

限
る
。）
の
工
事
に
着
手
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

第
五
十
二
条
の
四
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
五
中
「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
の
二
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」

に
、「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
中
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「
建
築
物
に
対
す

る
制
限
の
適
用

除
外
に
関
す
る

移
転
に
係
る
認

定
申
請
手
数
料

第
百
三
十
七
条
の
十
六
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
に

対
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に

関
す
る
移
転
に
係
る
認
定
の

申
請
に
対
す
る
審
査

一
件
に
つ

き

二
万
七
千
円

を
」

「
敷
地
と
道
路
と

の
関
係
の
建
築

物
に
対
す
る
制

限
の
適
用
除
外

に
関
す
る
大
規

模
の
修
繕
又
は

大
規
模
の
模
様

替
に
係
る
認
定

申
請
手
数
料

第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
六

項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
に

対
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に

関
す
る
大
規
模
の
修
繕
又
は

大
規
模
の
模
様
替
に
係
る
認

定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

一
件
に
つ

き

二
万
七
千
円

道
路
内
に
お
け

る
建
築
物
に
対

す
る
制
限
の
適

用
除
外
に
関
す

る
大
規
模
の
修

繕
又
は
大
規
模

の
模
様
替
に
係

る
認
定
申
請
手

数
料

第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
七

項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
に

対
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に

関
す
る
大
規
模
の
修
繕
又
は

大
規
模
の
模
様
替
に
係
る
認

定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

一
件
に
つ

き

二
万
七
千
円

に
改
め
、
同
表
都

建
築
物
に
対
す

る
制
限
の
適
用

除
外
に
関
す
る

移
転
に
係
る
認

定
申
請
手
数
料

第
百
三
十
七
条
の
十
六
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
に

対
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に

関
す
る
移
転
に
係
る
認
定
の

申
請
に
対
す
る
審
査

一
件
に
つ

き

二
万
七
千
円

」

市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
及

び
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
も
の
の
項
中
「
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
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る
法
律
」
に
改
め
、
同
表
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
」
に
、「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
に
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
に
」
に
改
め
る
。

（
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
千
葉
県
条

例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
六
十
号
上
欄
ヲ
中
「
及
び
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
六
項
及
び
第
七

項
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議
案
第
七
十
号

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
（
平
成
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
号
中
「
一
一
、二
三
八
人
」
を
「
一
一
、四
二
一
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二

五
、九
七
七
人
」
を
「
二
六
、二
二
八
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議
案
第
七
十
一
号

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
六
年
二
月
十
四
日
提
出

千
葉
県
知
事　

熊

谷

俊

人

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
定
員
の
特
例
）

８　

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
表
中
「
三
、三
七
一
人
」
と
あ
る
の
は
「
三
、四
〇
一
人
」
と
、「
一
〇
、八
五
〇

人
」
と
あ
る
の
は
「
一
〇
、八
八
〇
人
」
と
、「
一
二
、〇
七
六
人
」
と
あ
る
の
は
「
一
二
、一
〇
六

人
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


